
総合日本語 コ ー ス報告 (2006 年 1 0 月 ，_ 2007 年 9 月 )

漬 由 美和

1 は じ め に

総合 日 本語 コ ー ス は， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の た め に ， 2004 年 10 月 に 新設 し た 日 本語 プ ロ グ
ラ ム で あ る 。 富 山 大学の 外国人留学生全体 の 中 で， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の 占 め る 割合 は 低 い た
め， 本 コ ー ス の 授業科 目 は L 、 ずれ も 日 本語課外補講上級 ク ラ ス と の 合同授業 と し て 開講 し て い る 。 2005
年 9 月 に ， 初 め て 本 コ ー ス の修了生を送 り 出 し ， 2006 年 10 月 に 3 期 目 の 学生 を迎え た。

以下， 2006 年度秋期 (2006 年 10 月 - 2007 年 3 月 ) 及 び春期 (2007 年 4 月 - 9 月 ) の 総合 日 本語 コ ー
ス の 実施状況 に つ い て報告す る 。

2 受講学生

12006 年度富 山 大学 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム 」 に 参加 し た 学生 は 5 人で， 5 人全員 が
総合 日 本語 コ ー ス を受講 し た。 5 人の 国 ・ 地域別 の 内訳 は ， イ ン ド ネ シ ア ， ウ ズベ キ ス タ ン ， 中 国， ハ
ン ガ リ ー ， ロ シ ア 各 1 人 と な っ て お り ， 所属 は 全員人文学部で あ る 。 な お ， 2006 年 10 月 よ り ， 本学 と
の 学術交流協定 に 基づ く 短期留学生 も 総合 日 本語 コ ー ス に 参加可能 と な っ た が， 短期留学生 の 受講状況
等 に つ い て は別 に 報告す る 。 (1短期留学生報告」 参照)

総合 日 本語 コ ー ス の 授業科 目 は秋期 と 春期， 各期 7 科 目 を提供 し て い る 。 こ れ ら 7 科 目 は必修科 目 で
は な い が， 本学の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム の 修了要件 の ーっ と し て ， 学部や教養教育 の
授業科 目 及 び総合 日 本語 コ ー ス の授業科 目 の 中 か ら 各期 8 科 目 以上の履修が義務づ け ら れ て い る 。

2006 年度 の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の 総合 日 本語 コ ー ス の 受講状況 は， 一番多 く 受講 し た 学生
で 10 科 目 (秋期 6 ， 春期 4 ) ， 7 科 目 (秋期 5 ， 春期 2 ) (秋期 4 ， 春期 3 ) が 2 人， 5 科 目 (秋期 4 ，
春期 1 ) (秋期 2 ， 春期 3 ) が 2 人 だ っ た 。 来 日 し た ば か り の 秋期 に 日 本語 の 科 目 を 多 く 取 り ， 大学生
活 に 慣 れ て き た 春期 に は学部の専門科 目 を 多 く 受講す る 傾向 に あ る た め， 全体的 に 秋期 の ほ う が総合 日
本語 コ ー ス の 受講科 目 数が多 く な っ て い る 。

3 担当者
秋期 は ， 岩本阿 由美， 遠藤祥子， 高 畠 智美， 中河和子， 藤 田 佐和子， 松岡裕見子の 6 人 の 謝金講師が

授業を 担 当 し た。 春期 は ， 遠藤祥子， 高 畠 智美， 中河和子， 深川美帆， 藤 田 佐和子， 松岡裕見子の 6 人
の 謝金講師が授業を 担 当 し た。 ま た ， い ず れ の 期 も ， セ ン タ ー 専任教員 の 演 田 美和 が コ ー デ ィ ネ ー ト を
行 っ た。

4 スケジ ュ ール

秋期 は ， 学部 の 授業開始時期 よ り 1 週間 ほ ど遅 ら せ， 2006 年 10 月 12 日 (木) - 2007 年 2 月 9 日 (金)
を 授業期間 と し た。 2006 年 12 月 26 日 (火) - 2007 年 1 月 4 日 (木) の 聞 は冬季休業 の た め ， 2007 年
1 月 19 日 (金) は大学入試セ ン タ ー 試験 の 準備 日 の た め， 休講 と し た 。

春期 は ， 2007 年 4 月 12 日 (木) - 7 月 31 日 (火) を 授業期間 と し た が， 7 月 2 日 (月 ) - 7 月 4 日 (水)
の 間， 麻疹対応 の た め に 全学臨時休講 と な っ た。 こ の休講分の 補講を実施す る た め， ス ケ ジ ュ ー ル の 調
整 を 行 い ， 8 月 1 日 (水) に も 授業 を 行 っ た。

学期 ご と に ， コ ー デ ィ ネ ー タ ー が オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を 行 っ た。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 実施 日 は， 秋
期 は 2006 年 10 月 1 1 日 (水) ， 春期 は 2007 年 4 月 9 日 (月 ) で あ る 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で は， 学生
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に 各授業科 目 の 目 的， 理解達成 目 標， 授業計画等を掲載 し た授業概要 の 冊子 (授業概要 は留学生 セ ン タ ー
ホ ー ム ペ ー ジ 上 に も 掲載) を渡 し ， コ ー ス の 内容， 各授業科 目 の 詳細 に つ い て説明 を 行 っ た 。 春期 の オ
リ エ ン テ ー シ ョ ン で は， 履修 の 際 の 参考 と な る よ う ， 秋期 の 学業成績通知書を 学生 に 渡 し て い る 。 履修
登録 は ， 授業開始後 1 週間以 内 に 行 い ， 履修登録を 行 っ た授業科 目 に つ い て 学期終了 時 に 成績を 出 す シ
ス テ ム と し て い る 。

5 授業内容

総合 日 本語 コ ー ス は ， 上級 レ ベ ル の 日 本語課外補講の 授業 と 合 同 で授業を 行 っ て い る が， 日 本語課外
補講 は成績評価が必要で な い た め， 授業科 目 に よ っ て は必要 に 応 じ ， 総合 日 本語 コ ー ス の 受講者 だ け に
別課題や試験 を 課す な ど の 方法を取 っ て い る 。

表 1 秋期 (2006 年 1 0 月 � 2007 年 3 月 ) 総合 日 本語コ ー ス授業概要

読解 I
( 木曜 2 限 )

読解 II
( 木曜 3 限 )

藤 田 | 日 本人 向 け に 書 か れ た 文章 の 読解 を 通 し て ， 大学で の 学習 や研究 に 必要 と さ れ
る 実践 的 な 日 本語読解能力 を 身 に つ け る 。 主教材 と し て 『生 き た 素材で学ぶ 中
級 か ら 上級へ の 日 本語.ß CThe Japan Times) の 奇数 ユ ニ ッ ト を 使用 す る 他，
適宜 テ ー マ に 合 っ た 生教材 も 取 り 入れ， 中上級の 表現， 文法， 語葉 を習得す る 。

遠藤 | 日 本で の 学生生活 で 出会 う 様 々 な テ キ ス ト タ イ プ の 読 み 物 を 扱 い ， そ れ ぞ れ の
タ イ プ の読み物の 特徴 と な る 基本的 な 構造， 文体等を 把握 し ， そ れ に 慣れ る 手
だ て を 見つ け る 。 特 に 留学生 に と っ て 必要 な 専門書， 論文， 教養書を読み解 く
技能 を 多面的 に 養 う と と も に ， ブ ッ ク レ ポ ー ト の 際 の 基本的技術 を マ ス タ ー す
る 。

作文 | 松 岡 | 論理的 な 文章 を 書 く た め に 必要 な 構成， 表現， 文法 の 基本 を 学 び， 学習 し た 項
( 火曜 2 限 ) I 目 を 用 い て ま と ま っ た 文章 を 書 く こ と で， レ ポ ー ト や 論文 を 書 く 力 を つ け る 。

文章 を 書 く 練習 は， 主 に コ ン ビ ュ ー タ を 使 っ て 行 い ， ワ ー プ ロ 文書 で の レ ポ ー
ト 作成方法 も 同 時 に 学ぶ。

岩本 | 大学で講義 を 聞 い た り ， 演習や研究会 に 参加す る な ど の 大学生活や， 日 常生活
に 必要 な 聴解力 を 身 に つ け る た め に ， 様 々 な 種類 の 聴解練習 を 行 う 。 『毎 日 の
聞 き と り 50 日 中級 plus40.ß 下 (凡人社) を テ キ ス ト に 使用 し ， テ キ ス ト に そ っ
た 聞 き 取 り 練習 を 毎週進 め る 他， テ レ ビ番組な ど を 用 い た 練習 を 行 う 。

松 岡 | ロ ー ル プ レ イ 等 で の 会話練習 を 通 し て ， 大学生活や 日 常生活で 出 会 う 場面や状
況 で の 会話力 を伸 ばす。 ま た ， 人や物， こ と が ら な ど様 々 な 題材 に つ い て ， 日
本語で 的確 に説明す る 力 を養 う 。

高 畠 i 日 常生活や大学の講義で用 い ら れ て い る 漢字の意味を理解 し， 正 し く 読み， 使 う
力 を 身 に つ け る 。 学生一人一人の レ ベル に 応 じ た テ キ ス ト cnNTERMEDIATE
KANJI BOOK.ß Vol. 1 ，  Vol. 2 C凡人社) 等) を 用 い， 大学で の 学習， 研究
生活 に必要 な 漢字を習得す る 。

中河 ! 留学生 と し て 日 本社会を分析す る 試み (情報 の 読み と り ， 整理な ど) を TV 番組，
新聞 ・ 雑誌記事， 自 治体広報 な ど の 様 々 な メ デ ィ ア を 用 い て す る 。 日 本社会 を
読み解 く た め の 身 の 回 り の リ ソ ー ス を 活用 す る 手 だ て を 与 え ， そ こ か ら 得 た も
の を 日 本語で発信す る 力 を養成す る 。

本 2 限 10:30 '" 12 :00， 3 限 13:00 '" 14:30， 4 限 14:45 '" 16 : 15 

聴解
( 月 曜 3 限 )

会話
( 火曜 3 限 )

漢字
( 水曜 3 限 )

日 本文化
( 水曜 4 限 )

FHU

 



読解 I
( 火曜 4 限 )

読解 II
( 水曜 3 限 )

作文
( 火曜 2 限 )

聴解
( 月 曜 2 限 )

表 2 春期 (2007 年 4 月 '" 2007 年 9 月 ) 総合 日 本語 コ ー ス授業概要

藤 田 | 日 本人 向 け に 書か れ た 文章 の 読解 を 通 し て ， 大学で の 学習 や研究 に 必要 と さ れ
る 実践 的 な 日 本語読解能力 を 身 に つ け る 。 主教材 と し て 『生 き た 素材で学ぶ 中
級 か ら 上級 へ の 日 本語j (The Japan Times) の 偶数 ユ ニ ッ ト を 使 用 す る 他，
適宜テ ー マ に 合 っ た生教材 も 取 り 入れ， 中上級 の 表現， 文法， 語葉 を 習得す る 。

遠藤 | 日 本で の 学生生活 で 出 会 う 様 々 な テ キ ス ト タ イ プ の 読 み物 を 扱 い， そ れ ぞ れ の
タ イ プ の 読 み 物 の 特徴 と な る 基本的 な 構造， 文体等 を 把握 し ， そ れ に 慣れ る 手
だ て を 見つ け る 。 特 に 留学生 に と っ て 必要 な 専門書， 論文， 教養書 を 読 み 解 く
技能 を 多面的 に 養 う と と も に ， ブ ッ ク レ ポ ー ト の 際 の 基本的技術を マ ス タ ー す
る 。

松 岡 i 論理的 な 文章 を 書 く た め に 必要 な 構成， 表現， 文法 の 基本 を 学 び， 学習 し た 項
目 を 用 い て ま と ま っ た 文 章 を 書 く こ と で， レ ポ ー ト や 論 文 を 書 く 力 を つ け る 。
文章を書 く 練習 は， 主 に コ ン ビ ュ ー タ を 使 っ て 行 い ， ワ ー プ ロ 文書 で の レ ポ ー
ト 作成方法 も 同 時 に 学ぶ。

深川 | 大学で講義 を 聞 い た り ， 演習 や 研究会 に 参加 し た り す る 際 に 必要 な 聴解力 や，
日 常生活 に 必要 な 聴解力 を 身 に つ け る た め に ， 様 々 な 種類 の 聴解練習 を 行 う 。
日 本語 の 聴解教材 と あ わ せ て ， テ レ ビ や ラ ジ オ ， イ ン タ ー ネ ッ ト な ど， 様 々 な
メ デ ィ ア を 用 い た棟習 を 行 う 。

会話 ( 松 岡 ロ ー ル プ レ イ 等で の 会話練習 を 通 し て ， 大学生活 や 日 常生活 で 出 会 う 場面 や状
況 で の 会話力 を 伸 ば す。 ま た ， 人 や 物， こ と が ら な ど様 々 な 題材 に つ い て ， 日
本語 で的確 に 説 明 す る 力 を 養 う と と も に ， ア カ デ ミ ッ ク ・ ジ ャ パ ニ ー ズ に 必要
な ス ピ ー チ や討論の 基礎力 を つ け る 。

( 火曜 3 限 )

漢字 | 高 畠 日 常生活や大学の講義で用 い ら れ て い る 漢字の意味を理解 し ， 正 し く 読み， 使 う
( 木曜 3 限 ) I I 力 を身 に つ け る 。 学生一人一人の レ ベル に 応 じ た テ キ ス ト (nNTERMEDIATE 

KANJI BOOKj Vol. 1 ，  Vol . 2 (凡人社) 等) を 用 い， 大学で の 学習， 研究
生活 に必要 な 漢字を習得す る 。

日 本文化 | 中河 | 留学生 と し て 日 本社会を分析す る 試み (情報の 読み と り ， 整理 な ど) を TV 番組，
( 水曜 4 限 ) I 新聞 ・ 雑誌記事， 自 治体広報 な ど の 様 々 な メ デ ィ ア を 用 い て す る 。 日 本社会 を

読み解 く た め の 身 の 回 り の リ ソ ー ス を 活用 す る 手 だ て を 与 え ， そ こ か ら 得 た も
の を 日 本語で発信す る 力 を養成す る O

* 2 限 10:30 - 12 :00， 3 隈 13:00 - 14:30， 4 限 14:45 - 16: 15 

な お， 学生 に よ る 授業評価 ア ン ケ ー ト は， 日 本語課外補講上級 ク ラ ス と ま と め て 実施 し た。 授業評価
d ア ン ケ ー ト の 結果 に つ い て は， 日 本語課外補講報告の 7 授業評価 を参照 い た だ き た い。

6 成績評価

成績評価 の 方法 に つ い て は， 成績評価 の 基準 を 授業概要 に 明記す る と と も に ， オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で
も 説 明 し て い る 。 こ の 基準 を も と に 授業担 当 者 が， 優 (80 点 - 100 点) ， 良 (70 点 - 79 点 ) ， 可 (60
点 - 69 点) ， 不可 (59 点以下) で判定を 行 う が， 総合 日 本語 コ ー ス の 授業科 目 に つ い て は単位が 出 な
い こ と に な っ て い る O 学生へ の 成績 の 通知 は ， 9 月 の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム の 修 了 時
に ， 成績を記 し た 履修証明書 の 発行を留学生 セ ン タ ー長名 で行 っ て い る 。
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7 学生か ら の評価

前述の 通 り ， 各授業科 目 に 関す る 授業評価 ア ン ケ ー ト は 日 本語課外補講 と ま と め て実施 し ， こ れ以外
に ， 総合 日 本語 コ ー ス 全体 に つ い て は イ ン タ ビ ュ ー調査 (実施 日 : 2007 年 7 月 23 日 ( 月 ) - 31 日 ( 火 )，
調査対象 : 2006 年度 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 ( 5 人) ) を行 っ た 。 こ の 結果 を 表 3 に 示す。

表 3 総合 日 本語 コ ー ス ( 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生) イ ン タ ビ ュ ー調査結果

1 . 総合 日 本語 コ ー ス : I • 7 科 目 で ち ょ う ど よ か っ た。 今 の ま ま で十分 だ と 思 う 。 ( 4 人 )
- 科 目 に つ い て | ・ 日 本語 の 文法 に つ い て の 科 目 が あ る と 良 い と 思 う 。 現在の 「読解 U よ り

も う 少 し 難 し い， 日 本語能力試験 1 級 レ ベル の 文法 の 授業が あ る と い い と
思 う 。

2 総合 日 本語 コ ー ス : I ・ ち ょ う ど よ か っ た。 ( 5 人 )
レ ベル に つ い て

3 . 総合 日 本語 コ ー ス : I ・ 先生 と 学生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が取 れ て い て ， 学生 中心の授業 の 進 め 方
そ の他 | が 良 か っ た。 (母 国 の 大学 は ， 講義形式で， 先生が一方 的 に 話す タ イ プ の

授業 だ っ た。 )
・ 宿題 を 出 さ な か っ た と き な ど， も っ と 教師が厳 し く 注意 し て も よ い と 思 う 。

4 .  自 身 の 日 本語力 に | ・ 留学 中 に 伸 び た と 思 う が， ま だ ま だ足 り な L 、。 特 に ， 聞 く 力 と 話す力 が伸
つ い て | び た 。 話す と き ， 書 く と き の 表現が辞書を 引 か な い と 出 て こ な い こ と が課

題。
・ 伸 び た と 思 う 。 特 に ， 会話 と 漢字 の 力 が伸 び た が， 読解力 は あ ま り 伸 び な

か っ た。 将来， 通訳 に な り た い の で， 留学中 に 日 常会話 は 上達 し た が， フ ォ ー
マ ル な 会話の 力 は あ ま り つ か な か っ た の で， こ れ を 伸 ばす の が今後の 課題。

・ 伸 び た と 思 う 。 特 に ， 会話， ま た他 の 力 は 伸 び た が， 授業の 中 で， 具体的
な 文法の練習が な か っ た の で， 文法 の 力 は 国 に い た と き と 変 わ ら な い と 思
う 。 帰国 し て か ら も ， 日 本語の勉強が必要。

・ 伸 び た と 思 う 。 特 に 会話力 が つ い た。 た だ， 漢字は 日 本へ来て か ら ， コ ン
ビ ュ ー タ で入力 す る こ と が多 く 書か な く な っ た の で， 忘れ て し ま っ た0

・ 伸 び た と 思 う 。 特 に ， 会話， レ ポ ー ト な ど作文を 書 く 力 がつ い た。
5 . 富 山 で の 留学生活 | ・ す ご く 楽 し か っ た。 日 本人の 友達 も で き た。 日 本人学生 と の コ ン パ に も 積

に つ い て | 極 的 に 参加 し た。
・ 勉強 に な っ た。 忙 し か っ た が， 良か っ たo
・ 良か っ た。 い ろ い ろ な 授業が あ る の で， 自 分 の レ ベ ル に 合 わ せ て授業を選

ぶ こ と が で き て ， 良か っ た。 ま た， あ る 程度 自 分 の 時間 も 取れ る か ら ， 大
学以外で 日 本の生活， 文化 に 触れ る な ど， い ろ い ろ な 勉強がで き て ， 富 山
大学の プ ロ グ ラ ム は 良か っ た と 思 う 。 希望 と し て は， 予算や 時間の都合 も
あ る と 思 う が， 日 本人学生 と 留学生 の交流の機会が も っ と 多 く あ っ た ら 良
か っ た と 思 う 。

・ 楽 し か っ た。 他の大学の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生か ら の情報で は ， 他
の 大学で は 学部 の 日 本人学生 と の 交流が あ ま り な い と 聞 く の で， 富 山 大学
を選ん で良か っ た と 思 う 。

・ 良か っ た。 大都会 よ り 田舎の ほ う が好 き な の で， 富 山 は 自 然 が多 く ， 暮 ら
し やす か っ た。

ま ず， コ ー ス の 日 本語の 科 目 数や レ ベル に つ い て は， 満足 し て い る と い う 意見が多か っ た。 た だ， I文
法 の 授業が あ る と い い と 思 う J， I授業の 中 で， 具体的 な 文法 の 練習 が な か っ た の で， 文法の 力 は 国 に い
た と き と 変わ ら な い と 思 う 」 と い っ た 「文法J 練習 の 不足 に 関す る 意見が 2 人の 学生か ら あ り ， I文法」
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の 指導を コ ー ス の 中 に ど の よ う に 取 り 入れ る か に つ い て検討の必要が あ り そ う で あ る 。 次 に ， 自 分 自 身
の 日 本語力 の 伸 び に つ い て は ， 話す力 を 中心 に 日 本語力 の 伸 び を 実感 し て い る こ と が わ か る 。 最後 に ，
富 山 で の 留学生活 に つ い て は， 全員 「良か っ た J í楽 し か っ た 」 と い う 意見で， 非常 に 満足 し て い る 様
子が窺え た 。

8 おわりに

総合 日 本語 コ ー ス は 初年度 (2004 年度) の 受講者が l 人， 2 年 目 (2005 年度) が 4 人， そ し て 3 年
目 の 2006 年度 に は， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 が 5 人 に 増 え ， さ ら に 協定校か ら の 短期留学生 7 人
も コ ー ス に 参加す る こ と に な り ， 年 々 受講者数が多 く な っ て い る 。 こ の こ と に よ り ， 総合 日 本語 コ ー ス
の 授業科 目 は い ずれ も 日 本語課外補講上級 ク ラ ス と し て 開講 し て い る が， 授業 内容や レ ベル は 徐 々 に 総
合 日 本語 コ ー ス 受講者 に 合わ せ た も の へ と 変化 し て き て い る 。 し か し な が ら ， 上級 レ ベ ル の 日 本語 ク ラ
ス で は， 学生一人一人 の 日 本語力， ま た専門分野等 に よ る ニ ー ズ の 違 い も あ る た め， 受講者数が増え る
こ と に よ り ， 一人一人へ の ケ ア が難 し く な る 恐れ も あ る 。 2006 年度 に つ い て も ， 春 期 の 「漢字」 の 授
業 に お い て ， 他 の 受講者 と は 異 な る 教科書を 使 つ て の 学習 を 希望 し た 学生が い た が， 教室 内 で の 指導 は
困難で あ る た め， 本人 と 相談 し て， 日 本語教育部 門 の 教員 が交代制 で実施 し て い る 「 日 本語相談」 の 中
で指導を行 う こ と に し た。 こ の 学生 は 非常 に 熱心 に 漢字学習 に取 り 組み， 大変良 い結果 に 終 わ っ た。 今
後 も ， コ ー ス 以 外 で の 支援体制 も 視野 に 入れ な が ら ， コ ー ス 運営 の 方法や教育内容の検討 に 努 め た い。
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